
■大鰐中学校卒業式（大鰐中学校・３月10日）

■寝台特急「あけぼの」（大鰐温泉駅・３月14日）

「昭和の灯がまた一つ消え行く」

上野を乗せ、津軽を乗せ

夢も乗せ、挫折も乗せて

昭和、平成へと走り抜けた

寝台特急「あけぼの」

多くの人々の思い出を

静かに眠らせて

去り行く
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■　町の話題　■

話題
Ｔｏｐｉｃｓ

「
食
と
地
域
の
魅
力

ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

開
催

　「
食
と
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
２
月
13
日
、
鰐c

o
m
e

で
約

50
人
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、観

光
振
興
や
６
次
産
業
化
を
地
域
ぐ

る
み
で
進
め
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
を
考
え
よ
う
と
、県
が
推
進
す
る

「
食
と
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、県
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」「
大
鰐
グ
ル
メ
あ
っ
た
か
祭
り
」

な
ど
も
当
町
で
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講
演
で
、矢

ケ
崎
紀
子
氏（
首
都
大
学
東
京
特
任

教
授
）
が
「
お
も
て
な
し
は
親
切
の

押
し
売
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

旅
に
対
し
て
、
現
代
人
、
特
に
若
い

人
は
目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
価
値
が
見
出
せ
な
い
と
消

費
に
走
ら
な
い
。
そ
の
人
た
ち
を

動
か
す
に
は
、そ
こ
に
し
か
な
い
本

物
を
体
験
さ
せ
た
り
、
発
見
、
感
動

さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、い
か
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
も
ら
う
か
で
す
。
一
束
１
０
０

円
の
ク
レ
ソ
ン
が
、１
０
０
０
円
の

ス
ー
プ
に
変
わ
り
う
る
と
い
っ
た

具
合
に
、地
場
産
品
へ
の
付
加
価
値

を
付
け
る
手
法
な
ど
の
情
報
収
集

に
も
努
め
、良
質
な
事
例
を
勉
強
し

て
く
だ
さ
い
」
と
提
言
。

　
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

パ
ネ
ラ
ー
の
相
馬
康
穫
氏（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
お
お
わ
に
事
業
協
同
組
合
副

理
事
長
）
が
、
今
回
の
事
業
が
当
町

で
実
施
さ
れ
た
経
緯
な
ど
を
紹
介

し
、「
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
際
し
て
、

〝
な
ぜ
会
場
が
鰐c

o
m
e

な
の
か
？
〟

と
の
声
も
受
け
た
。
鰐c

o
m
e

を
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、町
内
へ
の
人

の
流
れ
を
作
ろ
う
と
提
案
し
た
」と
、

早
瀬
野
地
区
環
境
公

共
推
進
協
議
会
が
設

立　早
瀬
野
地
区
環
境
公
共
推
進
協

議
会
が
２
月
７
日
、大
鰐
町
役
場
で

地
区
の
区
長
ら
が
出
席
し
て
設
立

し
ま
し
た
。

　
設
立
に
あ
た
り
、中
南
地
域
県
民

局
地
域
農
林
水
産
部
の
虻
川
雄
介

副
課
長
が
、青
森
県
の
環
境
公
共
の

概
要
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
農

林
水
産
業
を
支
え
る
こ
と
は
地
域

の
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
の
観
点
か
ら
、農
林
水
産
業
の
生

産
基
盤
や
農
山
漁
村
の
生
活
環
境

な
ど
の
整
備
を
行
な
う
公
共
事
業

を
『
環
境
公
共
』
と
し
て
位
置
付
け

た
。
こ
れ
か
ら
は
、農
林
水
産
業
に

携
わ
る
人
々
だ
け
で
は
な
く
、地
域

の
人
々
が
参
加
し
て
地
域
の
将
来

を
考
え
、自
ら
行
な
え
る
こ
と
は
自

ら
行
な
い
な
が
ら
自
然
環
境
の
保

全
・
再
生
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
説
明
。

　
協
議
会
の
規
約
案
、
更
に
は
、
早

瀬
野
地
区
た
め
池
等
用
排
水
事
業

（
平
成
26
年
度
事
業
着
手
）
の
実
施

に
あ
た
り
、
流
域
の
自
然
環
境
、
資

源
な
ど
の
保
全
活
動
に
つ
い
て
、地

域
で
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、
早

瀬
野
地
区
の
区
長
、地
区
の
農
林
業

生
産
者
、
中
南
地
域
県
民
局
職
員
、

町
役
場
職
員
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

役
員
の
選
出
に
あ
た
り
、会
長
に
は

三
浦
圓
蔵
氏（
早
瀬
野
地
区
集
落
協

定
職
務
代
理
者
）が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
後
、協
議
会
の
環
境
公
共
推

進
計
画
と
し
て
、草
刈
り
や
泥
上
げ

な
ど
の
維
持
管
理
や
環
境
保
全
、今

後
の
工
事
に
お
け
る
取
り
組
み
な

ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
田
克
則
課
長
（
町
役
場

企
画
観
光
課
）
は
「
食
を
通
し
て
各

団
体
の
連
携
が
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
」と
、語
っ
て
い
ま
し
た
。

入
学
お
め
で
と
う
会

　
町
児
童
館
主
催
の「
入
学
お
め
で

と
う
会
」
が
２
月
２
日
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、今
年
小

学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
21
名
と

そ
の
保
護
者
ら
約
90
人
程
参
加
し

て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
開
会
後
、劇
団
つ
が
る
の
人
形
劇

「
お
お
き
な
猫
」「
は
ん
か
く
せ
小
坊

こ
」
に
児
童
ら
は
大
喜
び
。

　
ま
た
、館
内
を
使
っ
て
の
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
で
は
、上
級
生
に
付
き
添
わ

れ
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
、

お
昼
に
は
み
ん
な
で
収
獲
し
た
じ
ゃ

が
い
も
入
り
の
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

に
舌
鼓
を
打
ち
、楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
　

矢ケ崎紀子氏が基調講演を行なう
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Ｔｏｗｎ

町の
■
距
離
競
技
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

●
４
年
女
子

①
石
郷
朱
麗
（
長
峰
）

12
分
32
秒
１

②
渡
邊
美
桜
（
大
鰐
二
）

13
分
22
秒
１

③
下
山
七
海
（
長
峰
）

15
分
31
秒
２

●
５
年
女
子

①
山
田
茉
奈
（
大
鰐
）

11
分
33
秒
３

②
栗
林
祐
依
（
長
峰
）

11
分
38
秒
５

③
山
田
愛
蘭
（
大
鰐
）

11
分
43
秒
５

④
原
子
愛
美
（
長
峰
）

12
分
14
秒
１

⑤
伊
藤
　
梓
（
長
峰
）

13
分
30
秒
６

⑥
大
湯
梨
々
華
（
大
鰐
二
）
13
分
55
秒
６

●
６
年
女
子

①
赤
石
千
恩
（
大
鰐
）

10
分
18
秒
２

②
佐
藤
美
玖
（
長
峰
）

11
分
02
秒
３

③
山
口
未
公
音
（
大
鰐
）

11
分
12
秒
９

④
福
士
晴
香
（
長
峰
）

11
分
33
秒
５

⑤
山
田
彩
季
（
大
鰐
）

12
分
04
秒
３

⑥
下
山
沙
英
香
（
長
峰
）

12
分
04
秒
５

●
４
年
男
子

①
石
郷
汐
音
（
長
峰
）

10
分
43
秒
３

②
平
田
翔
斗
（
大
鰐
）

11
分
01
秒
１

③
長
利
斗
真
（
大
鰐
二
）

11
分
21
秒
４

④
太
田
悠
飛
（
大
鰐
）

11
分
50
秒
５

⑤
山
谷
竜
旦
（
大
鰐
）

12
分
18
秒
７

⑥
原
子
陽
貴
（
長
峰
）

12
分
33
秒
７

●
５
年
男
子

①
外
崎
幸
星
（
大
鰐
二
）

11
分
20
秒
８

②
境
　
啓
太
（
大
鰐
）

11
分
22
秒
３

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

●
男
子
リ
レ
ー
（
３
キ
ロ
×
４
）

③
長
峰
小
Ａ
　
44
分
43
秒
９（
水
木
航
輔
・

水
木
拓
磨
・
高
橋
祐
太
・
吹
田
陸
哉
）

④
大
鰐
二
小
　
45
分
48
秒
９（
外
崎
幸
星
・

渡
邊
　
伸
・
長
利
斗
真
・
佐
々
木
健
人
）

●
女
子
リ
レ
ー
（
３
キ
ロ
×
３
）

③
大
鰐
小
　
33
分
52
秒
０（
山
口
未
公
音
・

赤
石
千
恩
・
山
田
茉
奈
）

④
長
峰
小
Ａ
　
34
分
31
秒
４（
栗
林
祐
依
・

佐
藤
美
玖
・
福
士
晴
香
）

●
４
年
男
子
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

第
58
回
大
鰐
町

小
学
校
ス
キ
ー

大
会
成
績

あ
じ
ゃ
ら
学
童

ス
キ
ー
大
会
成
績

①
平
田
翔
斗
（
大
鰐
）

10
分
16
秒
４

②
石
郷
汐
音
（
長
峰
）

10
分
41
秒
４

③
長
利
斗
真
（
大
鰐
二
）

11
分
01
秒
１

④
太
田
悠
飛
（
大
鰐
）

11
分
11
秒
７

⑤
原
子
陽
貴
（
長
峰
）

11
分
47
秒
９

●
５
年
男
子
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

⑤
外
崎
幸
星
（
大
鰐
二
）

11
分
04
秒
６

●
６
年
男
子
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

③
水
木
航
輔
（
長
峰
）

９
分
54
秒
９

●
４
年
女
子
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

③
石
郷
朱
麗
（
長
峰
）

12
分
13
秒
３

④
渡
邊
美
桜
（
大
鰐
二
）

12
分
43
秒
０

●
５
年
女
子
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

②
山
田
愛
蘭
（
大
鰐
）

11
分
09
秒
９

③
山
田
茉
奈
（
大
鰐
）

11
分
13
秒
４

⑤
栗
林
祐
依
（
長
峰
）

11
分
27
秒
９

●
６
年
女
子
（
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

②
赤
石
千
恩
（
大
鰐
）

10
分
15
秒
２

④
山
口
未
公
音
（
大
鰐
）

10
分
50
秒
９

【
大
鰐
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
】

●
１
年
男
子
（
１
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

③
吹
田
大
知
（
長
峰
）

５
分
20
秒
４

④
吹
田
志
道
（
長
峰
）

６
分
34
秒
８

●
２
年
男
子
（
１
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

①
山
口
大
輝
（
大
鰐
）

３
分
40
秒
０

②
菊
池
　
成
（
蔵
館
）

３
分
41
秒
４

③
成
田
晴
風
（
大
鰐
）

３
分
49
秒
２

⑤
大
川
雷
也
（
長
峰
）

５
分
01
秒
７

●
３
年
男
子
（
１
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

②
三
浦
洸
平
（
大
鰐
）

３
分
14
秒
３

●
１
年
女
子
（
１
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

①
渡
邊
も
も
ゑ
（
大
鰐
二
）
４
分
52
秒
１

②
佐
々
木
玲
美
（
長
峰
）

５
分
58
秒
２

③
山
田
瑠
美
（
長
峰
）

６
分
51
秒
０

●
２
年
女
子
（
１
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
）

①
福
士
愛
香
（
長
峰
）

３
分
49
秒
９

④
佐
々
木
咲
文
（
大
鰐
二
）
４
分
45
秒
２

⑤
山
田
可
奈
（
長
峰
）

４
分
49
秒
６

■
２
０
１
４
年
２
月
22
・
23
日
／

大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場

■
主
催
／
大
鰐
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・

（
財
）
青
森
県
ス
キ
ー
連
盟

③
大
瀬
　
楓
（
大
鰐
二
）

12
分
00
秒
７

④
島
内
来
樹
（
蔵
館
）

12
分
32
秒
０

⑤
吹
田
凌
大
（
長
峰
）

12
分
44
秒
６

⑥
横
山
周
平
（
長
峰
）

13
分
19
秒
７

●
６
年
男
子

①
水
木
航
輔
（
長
峰
）

10
分
19
秒
３

②
吹
田
陸
哉
（
長
峰
）

10
分
51
秒
８

③
渡
邊
　
伸
（
大
鰐
二
）

10
分
55
秒
２

④
高
橋
祐
太
（
長
峰
）

10
分
59
秒
５

⑤
水
木
拓
磨
（
長
峰
）

11
分
03
秒
５

⑥
三
浦
啓
佑
（
大
鰐
）

11
分
15
秒
６

■
大
回
転
競
技

●
４
年
女
子

①
須
藤
陽
菜
（
大
鰐
）

　
　
36
秒
50

②
工
藤
羽
桜
（
蔵
館
）

　
　
37
秒
22

③
成
田
莉
緒
（
大
鰐
）

　
　
39
秒
29

③
馬
上
　
凛
（
大
鰐
）

　
　
39
秒
29

⑤
佐
々
木
里
佳
（
長
峰
）

　
　
40
秒
56

⑥
大
川
摩
純
（
大
鰐
）

　
　
42
秒
47

●
５
年
女
子

①
藤
田
優
里
（
蔵
館
）

　
　
32
秒
55

②
澤
田
詩
音
（
蔵
館
）

　
　
33
秒
75

③
油
川
聖
菜
（
大
鰐
）

　
　
34
秒
50

④
松
岡
歩
希
（
蔵
館
）

　
　
40
秒
31

⑤
白
川
杏
南
（
長
峰
）

　
　
40
秒
44

⑥
高
杉
里
歩
（
蔵
館
）

　
　
40
秒
50

●
６
年
女
子

①
對
馬
花
音
（
大
鰐
）

　
　
30
秒
12

②
相
馬
桃
加
（
大
鰐
）

　
　
33
秒
37

③
古
川
楽
未
（
大
鰐
）

　
　
33
秒
49

④
松
山
音
羽
（
長
峰
）

　
　
34
秒
47

⑤
山
田
　
紬
（
長
峰
）

　
　
35
秒
19

⑥
油
川
幸
希
菜
（
大
鰐
）

　
　
35
秒
26

●
４
年
男
子

①
石
井
響
心
（
蔵
館
）

　
　
35
秒
69

②
藤
田
一
斗
（
長
峰
）

　
　
36
秒
36

③
菊
池
啓
太
（
蔵
館
）

　
　
45
秒
00

④
吉
本
空
音
（
蔵
館
）

　
　
46
秒
64

⑤
山
本
蒼
大
（
蔵
館
）

　
　
48
秒
78

⑥
岩
渕
正
樹
（
蔵
館
）

　
　
55
秒
31

●
５
年
男
子

①
佐
々
木
拓
登
（
大
鰐
）

　
　
32
秒
15

②
石
戸
谷
冬
翔
（
蔵
館
）

　
　
32
秒
92

③
工
藤
和
斗
（
大
鰐
）

　
　
33
秒
93

④
佐
藤
稜
汰
（
大
鰐
）

　
　
36
秒
39

⑤
石
郷
圭
人
（
大
鰐
）

　
　
36
秒
67

⑥
馬
上
　
陸
（
大
鰐
）

　
　
36
秒
73

●
６
年
男
子

①
佐
藤
　
悠
（
蔵
館
）

　
　
32
秒
57

②
石
井
有
響
（
蔵
館
）

　
　
34
秒
75

③
飛
嶋
健
太
（
大
鰐
）

　
　
35
秒
35

④
松
山
　
舜
（
蔵
館
）

　
　
36
秒
45

⑤
中
畑
利
人
（
蔵
館
）

　
　
36
秒
88

⑥
築
舘
佑
典
（
長
峰
）

　
　
36
秒
97

■
２
０
１
４
年
２
月
12
日
　
大
鰐
温

泉
ス
キ
ー
場

■
主
催
　
大
鰐
町
小
学
校
体
育
連
盟
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■　警察署・消防だより　■

消防署　南分署

48－2108

平成25年度全国統一防火標語　

消すまでは

心の警報　ＯＮのまま

消すまでは

心の警報　ＯＮのまま

「
春
の
火
災
予
防
運

動
」

統
一
標
語

　
「
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　
４
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
、県
下

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
か
ら
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
命

や
貴
重
な
財
産
を
奪
い
ま
す
。

　
万
が
一
に
備
え
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
家
族
み
ん
な
で
避
難
方
法
を

も
う
一
度
確
認
し
、「
住
宅
防
火
い

の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト（
３

つ
の
習
慣･

４
つ
の
対
策
）
」
を
実

行
し
、
自
分
の
家
は
自
分
で
守
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。
・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
い
つ
も
心
の
中

に
お
き
、自
分
の
家
は
自
分
で
守
る

よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

「
山
火
事
に
注
意
を
！
」

山
火
事
標
語

　「
守
り
た
い
　
森
の
輝
き
　
防
火

の
心
」

　
山
間
部
の
雪
解
け
が
一
層
進
み
、

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
、１

年
の
う
ち
で
最
も
山
火
事
が
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。
貴
重
な
森

林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、火
の

取
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　
消
防
本
部
予
防
課（
弘
前
市

32

―
５
１
０
４
）又
は
お
近
く
の
消
防

署
、
分
署
ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事
前
講
習

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】
　
　

▽
と
き

平
成
26
年
６
月
14
日（
土
）・
28
日（
土
）

（
両
日
受
験
可
）

▽
と
こ
ろ

弘
前
東
高
等
学
校
（
川
先
四
丁
目
）

▽
種
類

甲
種（
受
験
資
格
有
り
）／
乙
種（
第

１
類
～
６
類
）
／
丙
種

　
※
乙
種
と
丙
種
に
は
受
験
資
格

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
受
験
料
　

甲
種
＝
５
０
０
０
円
／
乙
種
＝
３

４
０
０
円
／
丙
種
＝
２
７
０
０
円

▽
受
付
期
間

４
月
24
日
～
５
月
９
日（
電
子
申
請

は
４
月
21
日
～
５
月
６
日
）

▽
願
書
配
布
先

消
防
本
部
予
防
課（
弘
前
市

32
―

５
１
０
４
）
、
消
防
署
及
び
分
署

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
請
は
、（
一
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:/

/www.shoubo-shiken.or.jp

）か

ら
に
な
り
ま
す
。

【
事
前
講
習
会
】

▽
と
き

平
成
26
年
５
月
29
日
・
30
日
（
２
日

間
）
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
黒
石
消

防
署
２
階
大
会
議
室

　
※
車
で
の
ご
来
場
の
際
は
、庁
舎

裏
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。
　

▽
対
象
者

乙
種
第
４
類
の
受
験
者
の
う
ち
受

講
を
希
望
す
る
者

▽
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

受
講
料
は
４
５
０
０
円（
弘
前
地
区

消
防
防
災
協
会
加
入
事
業
所
は
２

０
０
０
円
）
、
テ
キ
ス
ト
代
は
１
５

０
０
円

　
※
受
講
料
等
は
講
習
日
１
日
目
、

会
場
に
て
徴
収

▽
申
込
先

弘
前
消
防
本
部
予
防
課
、管
内
の
消

防
署
及
び
分
署

▽
受
付
期
間

４
月
24
日
～
５
月
22
日

　
※
予
防
課
で
の
受
付
は
平
日
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

《
該
当
す
る
施
設
は
受
講
を
！
》
　

　▽
と
き

平
成
26
年
５
月
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
２
日
間
の

受
講
が
必
要
で
す
。
）

▽
と
こ
ろ

弘
前
市
賀
田
一
丁
目
18
番
地
４

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー「
あ
そ
べ
ー
る
」

▽
申
込
み

平
成
26
年
５
月
１
日
（
木
）
～
５
月

19
日
（
月
）

　
消
防
本
部
予
防
課
及
び
最
寄
り

の
消
防
署
・
分
署
で
受
付
し
ま
す
。

な
お
、申
し
込
み
受
付
期
間
内
で
あ
っ

て
も
定
員
（
１
８
０
人
）
に
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

▽
受
講
料

　
講
習
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を

書
店
等
で
購
入
し
、
受
講
当
日
お

持
ち
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　
最
寄
り
の
消
防
機
関
か
、弘
前
地

区
消
防
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
消
防
本
部
予
防
課（
弘
前
市

32

―
５
１
０
４
）（http://www.city.

h
i
r
o
s
a
k
i
.
a
o
m
o
r
i
.
j
p
/
s
h
o
b
o
/

）
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●―――広報　おおわに・平成26年４月号―――●

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより

48－2241

『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
！
　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成26年２月末累計）

　８

０

　14

　25

　　１

　　０

　５

　－19

　

　９

　０

 15

　33

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

26年前年比26年 前年比

　１

　０

５

－14

●
犬
の
糞
は
飼
い
主
が
き
ち
ん
と
後
始
末
し
ま
し
ょ
う

■新入学（園）児を交通事故か

ら守ろう

　毎年４月は、新入学（園）児が、慣れ

ない通学路を通いはじめるなど、子ど

もが交通事故の被害に遭うことが懸

念されます。

　大人が正しい交通ルールを守り、正

しい交通マナーを実践し、子どもたち

に模範を示しましょう。

１　新入学（園）児の保護者の方へ

○子どもと一緒に通学路を歩いてみ

ましょう。

　子どもさんと一緒に通学路を歩き、

進路の正しい歩き方、横断の仕方、信

号機の見方などを子どもの目の高さ

で手本を示しながら、正しい歩き方を

具体的に教えてあげましょう。

○「止まる・見る・待つ」を習慣づけま

しょう。

　安全な横断の基本は「止まる・見る・

待つ」です。身につくまで何度でも教

えてあげましょう。

　また、時間と気持ちに余裕を持たせ、

一声掛けて送り出してあげましょう。

○信号の色の意味や利用方法を教え

てあげましょう。

２　ドライバーの皆さんへ

○住宅街の道路では、飛び出しに注意

○右・左折時は、側方にも注意

○子どもを発見したら反対側にも注

意

■春の全国交通安全運動のお

知らせ

1　期間

　平成26年４月６日（日）から４月15日

（火）までの10日間〔交通事故死ゼロを

目指す日４月10日（木）〕

２　運動の重点

○子どもと高齢者の交通事故防止

　運転者の皆さんは、歩行者の通行量

が多い場所を通る際は、徐行運転をす

るなどして、子どもと高齢者に対する

思いやり運転を心掛けてください。

○自転車の安全利用の推進（特に、自

転車安全利用五則の周知徹底）

自転車安全利用五則

１　自転車は、車道が原則、歩道は例外

２　車道は左側を通行

３　歩道は歩行者を優先で、車道寄り

を徐行

４　安全ルールを守る

５　子どもはヘルメットを着用

○全ての座席のシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底

　運転席、助手席だけでなく、全ての

座席でシートベルトの着用を徹底し

ましょう。

○飲酒運転の根絶

　飲酒運転の危険性、重大性を十分認

識し、飲酒運転は絶対やめましょう。

３　県民のみなさんへ

○ライトは早め点灯！

　ドライバーの皆さんは「見ること」、

「見せること」を徹底し、対向車や先行

車がいないときはライトを上向きに

し、危険の早期発見に努めましょう。

○反射材用品を身に付けよう。

　反射材用品を身に付けると、車のラ

イトを反射して、運転者に自分の位置

を気付いてもらうことができます。

■ストーカー・ＤＶ相談はお早めに

　ストーカー・ＤＶは、行為が徐々に

エスカレートする傾向にあり、傷害・

殺人などの凶悪犯罪に発展するおそ

れがあります。一人で悩まず、早めに

警察に相談して下さい。

ストーカーとは･･･

　あなたに対する恋愛感情などの好

意の感情、その感情が満たされなかっ

たことへのうらみの感情を充足させ

る目的で、あなたやあなたの身近な人

につきまとい等を繰り返し行うこと

を言います。

ＤＶとは･･･

　夫婦や内縁、同居型の交際をしてい

る間柄で、相手から殴る・蹴る等の暴力

（言葉の暴力を含む）を加えられること

をドメスティック・バイオレンスと言

い、一般的にＤＶと呼ばれています。

　あなたを守ることを最優先に、要望

に沿った対応をします

○法律を適用した行為者の検挙

○相手への注意・指導

○被害を防止するための援助・アドバ

イス　など

■桜祭り等に伴う高速道路本

線渋滞に注意

　例年、桜祭り等春の行楽時期は、県内

外からたくさんの観光客が高速道路を

利用して観光地を訪れます。

　次のことに注意して楽しい旅行にし

ましょう。

1　余裕を持った旅行計画をたてる

　観光地周辺は混雑することを考慮し

て、時間に余裕を持った計画をたてま

しょう。

２　道路情報を入手する

　目的地までの道路情報を早めに入手

して渋滞が発生している場合は一つ手

前のインターで一般道に下りるなど、

渋滞に巻き込まれない対応も考えま

しょう。

３　ハザー灯を点けて後続車両に知ら

せる

　もしも、渋滞に巻き込まれて本線車

道に停止した場合は、出来る限り道路

の左端に車を停め、ハザー灯を点灯し

て後続車両に停止していることを知ら

せましょう。

４　車外には絶対出ない

　渋滞して退屈であるとか、どのくら

いの渋滞か確認しようとかの理由で、

車から降りることは絶対しないように

しましょう。
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■　保健福祉課だより　■

■平成26年度の青森県後期高齢者医療保険料について

均等割額（40,514円）と所得割率（7.41％）はこれまでと変わりません。

保険料の賦課限度額は２万円引き上げられ57万円となりました。

●保健福祉課だより

　後期高齢者医療被保険者の皆さまへ

※基礎控除後の所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除（33万円）を差し引いた額です。

※１　平成25年度までは、33万円＋｛24万５千円×被保険者の数（被保険者である

世帯主を除く）｝　以下

※２　平成25年度までは、33万円＋（35万円×被保険者の数）　以下

■詳しくは

町役場保健福祉課国保係 4 8 -

2111内線317、318　又は青森県後期

高齢者医療広域連合017-721-

3821にお問い合わせください。

《所得が低い方の軽減》

　同一世帯内の被保険者及びその世帯の世帯主の所得を合わせた合計所

得に応じて、次のとおり均等割額を軽減します。

《被用者保険の被扶養者であった

方の軽減》

　均等割額が９割軽減され、所得

割額の負担はありません。

（※被用者保険とは、全国健康保険協会

管掌健康保険、船員保険、健康保険組合、

共済組合などです。）

●会場・時間

・町総合福祉センター　９：30～11：30

・町中央公民館　　　　13：30～15：30

●日程

平成26年４月16日～平成27年３月18日の水曜日

（月２～３回）　合計27回　＊合同実施あり

●内容

・郷土の踊りで旅気分（徳島阿波おどり）

・小さな小さな「がま口」作り

・津軽弁講座

・目に楽しい！身体に嬉しい！簡単なおやつ

・口は健康の扉「食べる、話すために口を大切にし

よう」

・バスに乗って屋外活動

●申し込み方法　初回（４月16日）の教室２ヶ所で

申し込みを受付けします。途中からの申し込みも

受付けますので、下記までお問い合わせください。

■詳しくは　町役場保健福祉課　地域包括支援係

48－2111内線331・332・333

「さわやかシニア教室」
開催のお知らせ
～「元気で長生き」は外へ出かけ

ることから！仲間と一緒に集

まって楽しく運動したり、歌った

りしてみませんか～

　被保険者の基礎控除後の所得が58万円以下の方は、所得割が５割軽減

されます。

■保険料の軽減措置について

　平成26年度の保険料軽減措置は、判定基準を拡大して引き続き実施されます。

■保険料の決まり方について

＝

均等割額

〔被保険者全員が納める額〕

（40,514円）

所得割額

〔所得に応じて納める額〕

基礎控除後の所得（※）×7.41％

＋
保険料額

（限度額57万円）

　　　　　　　　【世帯の所得額の合計・軽減割合】

　〇33万円以下かつ被保険者全員の年金収入が

　　年額80万円以下（その他の各種所得がない）
・・・・・・・・・・･･・・９割

　〇33万円以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８.５割

　〇33万円＋（24万５千円×被保険者の数）以下　（※１）・・・・・・・５割

　〇33万円＋（45万円×被保険者の数）　以下　（※２）・・・・・・・・・２割

　町では、65歳以上の方を対象に、「さわやかシニ

ア教室」を開催いたします。町総合福祉センター

と町中央公民館で実施しますので、参加を希望さ

れる方は、お近くの会場を選びお申し込みくださ

い。

　健康で楽しく毎日を送れるよう、皆さまお誘い

あわせのうえご参加ください。
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むし歯のない子はだーれだ!!３歳児健診

　町主催の３歳児健

診が３月13日、町総合

福祉センターで行な

われました。

　受診者の中でむし

歯のなかった子供さ

んをご紹介します。

●保健福祉課だより

ひな

新岡氷菜ちゃん
（学・蔵館１）

うた

菅原　詩ちゃん
（慎也・九十九森）

せいま

佐藤晟真ちゃん
（和之・蔵館１）

しょういちろう

神　庄一郎ちゃん
（雄介・鯖石）

しょうき

齋藤将騎ちゃん
（清勝・大鰐９）

ゆうしん

藤田優心ちゃん
（淳子・唐牛）

■詳しくは　町役場保健福祉課　健康推進係

48－2111内線308・309

あのん

瀬川絢音ちゃん
（朋子・大鰐７Ｃ）

無料クーポン券によるがん検診受診
のお願い
　がんを早期に発見し、早期に治療できるよう、

無料クーポン券を送付します。

　子宮がん・乳がん検診は個別（医療機関）・集団

検診で、大腸がん検診は集団検診で利用できま

す。６月上旬に送付いたしますので、ご自身の

健康のために、ぜひがん検診を受けましょう。

■子宮がん検診

①新たにクーポン券を全員に送付

平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ

②クーポン券の配布を以前受けたが、配布年度

にクーポン券を使用せず、配布年度以降、町の検

診を受診していない方

昭和63年４月２日～平成４年４月１日生まれ

昭和58年４月２日～昭和62年４月１日生まれ

昭和53年４月２日～昭和57年４月１日生まれ

昭和48年４月２日～昭和52年４月１日生まれ

■乳がん検診

①全員にクーポン券を送付

昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生まれ

②クーポン券の配布を以前受けたが、配布年度に

クーポン券を使用せず、配布年度以降、町の検診を

受診していない方

昭和43年４月２日～昭和47年４月１日生まれ

昭和38年４月２日～昭和42年４月１日生まれ

昭和33年４月２日～昭和37年４月１日生まれ

昭和28年４月２日～昭和32年４月１日生まれ

■大腸がん検診（男女）

全員にクーポン券を送付

昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生まれ（40歳）

昭和43年４月２日～昭和44年４月１日生まれ（45歳）

昭和38年４月２日～昭和39年４月１日生まれ（50歳）

昭和33年４月２日～昭和34年４月１日生まれ（55歳）

昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生まれ（60歳）
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■　行事予報・企画観光課・住民生活課・中南地域県民局だより　■

■
４
月
上
旬
に
国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
毎
月
の
国
民
年
金
保

険
料
額
は
、
１
５
２
５
０
円
で
す
。

　
４
月
上
旬
に
、
平
成
26
年
度
の
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
案
内
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
納
付
案
内
書
に
は
毎
月
分
の
保
険
料

の
納
付
書
の
ほ
か
に
、
口
座
振
替
申
出

書
や
前
納
用
の
納
付
書
も
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
納
付
書
に
添
え
て
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
と

納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
安
心
確
実
で

す
。
　
口
座
振
替
は
通
常
翌
月
末
の
引
落
と

し
で
す
が
、早
割
制
度（
当
月
末
引
落
と

し
）
を
利
用
す
る
と
月
々
50
円
割
引
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、前
納
制
度（
定
期
間

分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る
）
は

さ
ら
に
お
得
で
、
口
座
振
替
で
の
前
納

は
現
金
で
の
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
増

え
ま
す
。

　
も
し
、
４
月
中
旬
に
な
っ
て
も
納
付

案
内
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
近
く

の
弘
前
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
庁
な
ど
の
職
員
と
称
し
て
、

現
金
を
詐
取
す
る
「
不
審
な
電
話
や
訪

問
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
全
国
各
地
で
、
年
金
事
務
所
な
ど
の

職
員
を
か
た
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を

詐
取
さ
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
被
害
に
あ
っ
た
事
例
】

・
払
わ
な
い
と
差
押
え
す
る
と
言
わ
れ

保
険
料
を
詐
取
さ
れ
た
。

・
毎
月
訪
問
し
て
く
る
区
役
所
の
委
託

事
業
者
を
か
た
る
者
に
保
険
料
を
詐
取

さ
れ
た
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

・
区
役
所
職
員
や
区
役
所
が
委
託
し
た

会
社
が
保
険
料
の
支
払
い
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た
写
真
付

身
分
証
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
の
支
払
い
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
し
た
保
険
料
納
付
書
が
必

要
で
す
。

・
領
収
書
は
必
ず
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

　
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
現
金
を
払
わ

ず
に
、「
日
本
年
金
機
構
本
部
」

０
３

―
５
３
４
４
―
１
１
０
０

　「
お
客
様
の
声
受
付
担
当
」②
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所（
代
表

27
―
１
３
３
９
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
公
的
年
金
制
度

●
住
民
生
活
課
だ
よ
り

■
詳
し
く
は
　
町
役
場
住
民
生
活
課


48
―
２
１
１
１
内
線
３
２
７

消
費
税
率
（
国
・
地
方
）

の
引
上
げ
に
つ
い
て

■
消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
※
地
方
消
費
税
と
は
、
国
税
で
あ
る
消
費

税
と
同
様
に
、
事
業
と
し
て
行
っ
た
商
品
の

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
の
国
内
取
引
や

外
国
貨
物
の
引
き
取
り
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
都
道
府
県
税
で
す
。

　
※
消
費
税
率
10
％
（
消
費
税
７
・
８
％
・
地

方
消
費
税
２
・
２
％
）
へ
の
引
上
げ
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
経
済
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

■
引
上
げ
分
の
消
費
税
収（
国
・
地
方
）は

す
べ
て
社
会
保
障
財
源
化
さ
れ
ま
す
。

○
消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
の
引
上
げ
に
当
た
っ
て
事
業

者
の
方
々
が
円
滑
か
つ
適
正
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
、
転

嫁
、
広
告
・
宣
伝
、
価
格
表
示
、
便
乗
値
上
げ
等
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
が
あ
る
方
は
左
記
の
相
談
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
　

◎
地
方
消
費
税
に
関
す
る
こ
と

青
森
県
中
南
地
域
県
民
局
県
税
部
　
課
税
第
一
課


32
―
１
１
３
１
（
内
線
２
２
８
）

◎
消
費
税
の
価
格
転
嫁
に
関
す
る
こ
と

消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
２
０
０
―
１
２
３

【
受
付
時
間
】
　
平
日
９
時
～
17
時
（
平
成
26
年
３
月･

４
月
は
土
曜
日
も
受
付
）
　
※
お
住
ま
い
の
地
域
に

応
じ
て
、
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
　h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
t
e
n
k
a
s
o
u
d
a
n
.
g
o
.
j
p

（
24
時
間
受
付
）

社
会
保
障
の
充
実

（
待
機
児
童
の
解
消
、医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
な
ど
）

社
会
保
障
の
安
定
化

（
年
金
国
庫
負
担
２
分
の
１
等
／
後
代
へ

の
負
担
の
付
け
回
し
の
軽
減
／
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
う
社
会
保
障
支
出
の
増
）

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

⇒

■
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⇒

⇒

●
中
南
地
域
県
民
局
だ
よ
り

消費税　４％

地方消費税　１％

消費税　6.3％

地方消費税　1.7％

平成26年４月１日～

５％

８％

⇒
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●―――広報　おおわに・平成26年４月号―――●

行事予報
ＥＶＥＮＴ

４月
○春の全国交通安全運動

○町立各小学校入学式（午前10時～）・大鰐中学校入学式（午後２時～）

○春の火災予防運動車輌パレード（午前８時～・町内各地区）

○青森県消防協会南黒地区観閲式（会場：平川市）

○おおわに温泉湯の街ヘルスウオーキング（大円寺９時～茶臼山山頂コース）

６日（日）～15日（火）

７日（月）

20日（日）

27日（日）

○第37回大鰐温泉つつじまつり（茶臼山公園、開会式24日）　　

○増田手古奈記念大鰐温泉俳句大会「吟行の部」（町中央公民館）

　24日（土）～６月１日（日）

24日（土）

５月

■天候等による日程の変更にご注意ください。

●企画観光課だより

患者バス運行日程のお知らせ（平成26年４月１日より）

■月曜日

【往】①大鰐町役場前（８：

30）→森山農協ストアー

前（８：40）→八幡館（８：

45）→上鯖石前（旧７号

線）（８：50）→宿川原屯

所前（８：55）→油川金物

店前（９：00）→小山内医

院前（９：02）→大円寺前

（９：04）→油川整形外科

医院（９：06）→大鰐病院

前（９：08）

【復】大鰐病院前（11：00）

■火曜日

【往】①森山農協ストアー

（８：20）→八幡館（８：25）

→上鯖石前（旧７号線）

（８：28）→宿川原屯所前

（８：35）→油川金物店前

　　　 【ご注意】

　高野新田・島田・駒の台

線の３路線は『すねから

バス（デマンドバス）』で

の運行のみとなりますの

で、お間違えのないよう

にご注意ください。

●『すねからバス』の時刻

表について

　すねからバスの時刻表

がほしい方は、企画観光

課に用意してあります。

　沿線地区には毎戸配布

していますが、その他の

地区の方で必要な方は企

画観光課までお越し下さ

い。

■詳しくは　町役場企画観光課48－2111内線225（三浦・木田）

（８：40）→小山内医院前（８：

43）→大円寺前（８：44）→油

川整形外科医院（８：45）→

大鰐病院前（８：50）

【復】大鰐病院前（11：00）

■水曜日

【往】①唐牛農協支所前（８：

30）→石田魚店前（８：31）→

九十九森バス停前（８：33）

→横山商店前（８：34）→元

長峰消防屯所前（８：35）→

大鰐病院前（８：38）→油川

整形外科医院（８：39）→大

円寺前（８：40）→小山内医

院前（８：41）→油川金物店

前（８：42）

【復】油川金物店前（10：50）

大鰐病院前（11：00）

■木曜日

（大鰐病院～碇ヶ関）

■金曜日

【往】①唐牛農協支所前（８：

30）→石田魚店前（８：31）→

九十九森バス停前（８：33）

→横山商店前（８：34）→元

長峰消防屯所前（８：35）→

大鰐病院前（８：38）→油川

整形外科医院（８：39）→大

円寺前（８：40）→小山内医

院前（８：41）→油川金物店

前（８：42）

【復】油川金物店前（10：50）

大鰐病院前（11：00）
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■　お知らせ　■
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覧帳簿（所在、地番、地目､地積、価

格を記載）を、また家屋にかかる

固定資産税の納税者には、家屋価

格等縦覧帳簿（所在、家屋番号、種

類、構造、床面積、価格を記載）を

お見せします。

　縦覧帳簿には、町内の土地や家

屋の価格が記載されており、自分

の土地や家屋の価格と比較する

ことができます。

　縦覧の際は、本人の確認ができ

るもの（運転免許証、納税通知書

など）を、代理人は委任状を持参

してください。

縦覧期間　４月１日（火）から６

月２日（月）まで（ただし、土・日、

祝祭日を除く。）

時間　午前８時30分から午後４

時30分まで

縦覧場所　町役場税務課

■詳しくは　町役場税務課　資

産税係48－2111内線417、418

県税のコンビニ納税と口

座振替制度のお知らせ

　自動車税・不動産取得税・個人

事業税はコンビニエンスストア

で納付できます。ぜひご利用く

ださい。

　また、便利で安全・確実な口座

振替もご利用できます。口座振

替できるのは、

個人事業税･･･定期賦課分

法人県民・事業税（地方法人特別

税を含む）･･･中間・確定申告分

自動車税･･･６月納期分。４月30

日までに金融機関で申し込みが

必要です。

軽油引取税

■詳しくは　中南地域県民局県

税部納税管理課32－1131内線

279　青森県庁ホームぺ－ジ「県

税・市町村税インフォメーショ

ン」http：// www.pref.aomori.lg.

jp/life/tax/top.html）

「津軽の名人・達人バン

ク」をご存知ですか？

　「津軽の名人・達人バンク」とは

津軽地域の文化、芸術、スポーツ、

レクリエーション活動などの生

涯学習の振興に寄与するため、さ

まざまな分野において一芸に秀

でた人材を「津軽の名人・達人」と

して登録し、学校・施設・団体・

サークル等で講師・指導者として

利用してもらうものです。

　「○○○を学びたいんだけど、

教えてくれる人に心当たりがな

い…。」そんな時は、「津軽の名

人・達人バンク」で探してみませ

んか？

●利用方法は　「名人・達人」は市

町村窓口等に設置している登録

者名簿か、津軽広域連合ホーム

ページにてご覧になれます。希

望や目的にあった「名人・達人」を

見つけたら、利用者が直接連絡を

とり、協力を依頼してください。

指導・支援の詳細については、利

用者と「名人・達人」とで話し合い

のうえ、決定してください。

●講師活用事業を実施しており

ます

　この事業は、当広域連合が授

業・課外活動・行事・イベント等で

「津軽の名人・達人バンク」を利用

する際に、講師にかかる謝礼を負

担するものです。利用の対象と

なる団体は、当広域連合圏域内に

ある学校や児童施設、福祉施設等

です。

　利用を希望される団体は、津軽

広域連合ホームページから利用

申込書のダウンロードができま

すので、必要事項を記入のうえ、

下記まで郵送してください。

●「名人・達人」として登録したい

方は　

　当広域連合圏域内にお住まい

で、地域のために自分の知識や特

技を役立てたいとお考えの方な

ら誰でも「名人・達人」に登録する

ことができます。資格・基準は一

切ありません。

　津軽広域連合ホームページか

ら情報登録申込書のダウンロー

ドができますので、必要事項を記

入の上、広域連合までメールまた

は郵送してください。

■お申込み・お問い合わせは

〒036－8003　弘前市大字駅前町

9番地20　津軽広域連合「津軽の名

人・達人バンク」係（31－1201）E－

mail/tsugarukoikiO9@hi-it.jp　

URL/http：//tsugarukoiki.jp/

久吉ダム水道企業団から

のお知らせ

　消費税及び地方消費税の税率

引き上げに伴う水道料金につい

て、久吉ダム水道企業団では、今

般の消費税率及び地方消費税率

が引き上げられることに伴い、平

成26年５月分（４月使用分）の水

道料金より新消費税率の８％を

転嫁させていただくこととなり

ますので、ご理解のほどよろしく

お願いいたします。

■詳しくは　久吉ダム水道企業

団48－2229（平日８：15～17：00

まで）

青森県最低賃金のチェッ

ク忘れずに

時間額・・・665円

平成25年10月24日から

■詳しくは　青森労働局労働基

準部賃金室017－734－4114
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●―――広報　おおわに・平成26年４月号―――●

■担当者等については３月時に
おけるものです。人事異動等で
変更となっている場合もありま
すので、ご了承ください。

町立大鰐病院から小児科

外来診察についてのお知

らせ

　平成26年４月からの小児科外

来診察については、下記のとおり

となりますので、お知らせいたし

ます。

■診察日

●毎月の第１週・３週・５週は･･･

月・火・水・木（午後のみ）・金・土

（午前のみ）

●毎月の第２週・４週は････月・

火・水・木・金

■診察時間

・午前の受付時間　８時15分～

11時30分

・午後の受付時間　13時00分～16

時30分

　※予防接種は、予約制となって

おります。

　また、お子様のお体のトラブル

について、些細なことでも結構で

すので、お気軽にお問い合わせく

ださい。

■詳しくは　町立大鰐病院48-

2211　http://www.town.owani.lg.

jp/hospital/

平成26年度（春）飼育犬登

録及び狂犬病予防注射の

実施について

　犬を飼育している町民の皆様、

狂犬病予防法により、飼い主は犬

の登録（生後91日以上経過した

犬・生涯１回）と年１回予防注射

を受けさせることが義務付けら

れています。集合注射の会場で

は、犬の登録と予防注射が一度で

済みます。

　また、登録した後、犬の死亡や

所在地が変わったとき、飼い主が

変わったときは、30日以内に必ず

届出が必要です。届出が行われ

なかった場合は、罰則が設けられ

ておりますので、注意してくださ

い。

　また、狂犬病予防注射は年１回

必ず受けなければなりません。

　つきましては、下記のとおり実

施いたしますので、必ず飼育犬登

録と狂犬病予防注射を受けるよ

うお願いします。

※はがき持参のこと！

【料金】

犬１頭につき

登録料・・・・3,000円（生涯１回）

注射料・・・・3,100円（年１回）

　なお、注射料金は指定した期間

以外で受けた場合は別途料金に

なります。

　注射済票は接種時に交付され

ますが、期間外に個別で受けた場

合は、各病院の注射料金＋注射済

票（手数料550円）となります。個

別注射の場合も必ず役場・住民生

活課に「狂犬病予防注射済証」を

提示して注射済票の交付を受け

ますようお願いします。（済票が

なければ予防接種済みの証拠に

はなりませんのでご注意を!!）

《春の狂犬病予防注射日程》

●５月21日（水）　長峰多目的研

修センター前9:00～9:30／苦木

多目的集会センター前9:40～10:

00／元長峰多目的集会センター

前10:10～10:30／蔵館児童公園

（蔵館保育園向かい）10:40～11:

40／つがる弘前農業協同組合唐

牛ＣＡ冷蔵庫前13:00～13:40／

駒木・大鰐町農家高齢者創作館前

13:55～14:15／駒ノ台へき地保

健福祉館前14:25～14:45

●５月22日（木）　高野新田多目

的集会センター前9:00～9:20／

居土多目的集会センター前9:30

～10:10／折紙多目的集会セン

ター前10:20～10:40／三ツ目内

生活改善センター横10:50～11:

30／森山多目的研修センター前

11:40～12:00／八幡館社会福祉

館前（鯖石も一緒です）13:30～

14:00／青柳会館（カラコ）横駐車

場14:10～15:00

●５月23日（金）　森林浴交流セ

ンターしまだ前9:00～9:20／早

瀬野多目的集会センター前9:30

～9:50／虹貝新田へき地保健福

祉館前10:00～10:20／虹貝コミュ

ニティセンター前10:30～11:20／

宿川原生活改善センター前11:30

～11:50／大鰐町地域交流セン

ター鰐come駐輪場13:30～14:30

　※いずれの日もご都合の悪い

方は、

●５月24日（土）　町役場庁舎前

（大鰐町羽黒館５－３）午前中(9:

00～11:30)においでください。

■詳しくは　町役場住民生活課

48－2111内線322・326（中島・藤

田）

平成26年度固定資産税帳

簿の縦覧は６月２日まで

　町内にある土地にかかる固定

資産税の納税者に土地価格等縦
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暮
ら
し
の
情
報

大鰐町の人口と世帯数

平成26年２月末日現在

　　人  口　　　10,732人

　　前月比　　　（－ 10）

    　　男　　　4,942人

    　　女　　　5,790人

    世帯数    4,259世帯

　　前月比　　　（±０）

■
２
月
受
付
分

【地区・虹貝】

山口将大・彰子 さんの子
こう め

倖芽ちゃん
（平成25年２月19日生まれ）

お
子
さ
ん
（
父
ま
た
は
母
）
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

ゆ
う

ま

山
　
田
　
悠
　
真
（
男
・
昭
好
）
宿
川
原

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人（
年
齢
）地
区
名

工
　
　
　
ス
　
ゲ
（
86
歳
）
森
山

長
　
利
　
公
　
子
（
80
歳
）
大
鰐
２

谷
　
川
　
キ
　
ヌ
（
93
歳
）
大
鰐
７
Ｂ

加
賀
谷
　
み
つ
ゑ
（
87
歳
）
蔵
館
５
Ｂ

對
　
馬
　
フ
　
サ
（
93
歳
）
八
幡
館

　
　
池
　
　
京
　
（
83
歳
）
蔵
館
５
Ｂ

白
　
川
　
ヨ
チ
ヱ
（
87
歳
）
唐
牛

瀧
　
本
　
は
　
つ
（
90
歳
）
大
鰐
10

白
　
戸
　
ミ
　
チ
（
80
歳
）
大
鰐
10

山
　
口
　
カ
ツ
ヱ
（
83
歳
）
虹
貝
新
田

大
　
川
　
は
　
な
（
93
歳
）
長
峰

山
　
下
　
　
明
　
（
73
歳
）
宿
川
原

中
　
野
　
英
　
一
（
57
歳
）
唐
牛

成
　
田
　
み
　
つ
（
104
歳
）
蔵
館
５
Ａ

堀
　
江
　
聖
　
子
（
77
歳
）
長
峰

山
　
内
　
ハ
　
チ
（
83
歳
）
大
鰐
２

畑
　
山
　
や
　
ゑ
（
85
歳
）
八
幡
館

菊
　
地
　
勝
　
義
（
66
歳
）
三
ツ
目
内

こ うめ

小梅じゃないよ
こう め

倖芽だよ。

ユウメじゃないよ

コウメだよ。

みんな覚えてね♪

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
各
相
談
室
集
約
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
消
費
者
安
全
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
各
相
談
室
を
集
約
（
弘
前
、
八
戸
及
び
む
つ
相
談
室
を
廃
止
）
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
生
活
相
談
は
、
弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

【
相
談
受
付
】

■
弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

０
１
７
２
―
３
４
―
３
１
７
９

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
　
　

０
５
７
０
―
０
６
４
―
３
７
０

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

０
１
７
―
７
２
２
―
３
３
４
３

【
詳
し
く
は
】
　
青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
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０
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